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1.1.1.1.1. インフルエンザ脳症で脳血流 ECD-SPECTECD-SPECTECD-SPECTECD-SPECTECD-SPECT が有

用であった小児の一例

米山　達也　　亀田　圭介　　野口　　京

瀬戸　　光 （富山大・放）

［目的］　インフルエンザ脳症で脳血流 ECD-SPECT

が有用であった小児の一例を経験したので報告す

る．

［現病歴］　症例は 5 歳，女児．頭痛，悪寒，38°C

の発熱にて発症し，2 日後の頭部 CT で脳浮腫を認

め，強直性けいれんが生じ，脳症・脳炎と考えられ

た．インフルエンザウィルス迅速検査にて A (＋) と

判明した．

［画像所見］　発症 12 日後の脳血流 ECD-SPECT に

て，視覚的評価で小脳の血流が大脳皮質の血流とほ

ぼ同等となっており，その後の経過観察で施行され

た ECD-SPECT では経時的な小脳血流の減少を認め

た．頭部 MRI 検査では発症 4 日後と比較し，40 日後

では小脳半球で軽度の脳溝の開大を認めた．

［考察］　発症 12 日後の脳血流 ECD-SPECT で小脳

の血流が増加しており，早期の段階で小脳における

病変の存在を疑うことが可能であったと考える．ま

た，脳梗塞では脳細胞内のエステラーゼ活性の低下

により ECD の集積が低下することが知られている

が，本症例では脳症による細胞への障害が重度でな

かったために亜急性期の血流増加を反映できたのか

もしれない．

［結語］　脳血流 ECD-SPECT による血流増加・低下

部位の検出はインフルエンザ脳症の診断・経過観察

に有用であった．

2.2.2.2.2. SPECT/CTSPECT/CTSPECT/CTSPECT/CTSPECT/CT 装置による 123123123123123I-IMP ARGI-IMP ARGI-IMP ARGI-IMP ARGI-IMP ARG 法による

脳血流定量測定：頭部固定具による吸収の影響

についての検討

木澤　　剛　　外山　　宏　　乾　　好貴

菊川　　薫　　片田　和広 （藤田保衛大・放）

夏目　貴弘　　市原　　隆

（同・医療科学・放技）

宇野　正樹　　加藤　正基　　石黒　雅伸

（同病院・放部）
123I-IMP 脳血流 SPECT 画像再構成において，スク

リーニングなどで行われた頭部 X 線 CT 画像データ

を核医学検査画像処理装置に取り込み，頭部 X 線 CT

画像を用いた減弱補正を行っていた．SPECT/CT 装置

が導入されたことによって減弱補正用の CT 撮影を同

装置にて撮像可能となったため，他 CT 装置および

SPECT/CT 装置による CT 画像と頭部固定具が減弱補

正にどのような影響を与えるか検討した．結果，す

べての関心領域において SPECT/CT 装置の CT 画像

にて減弱補正を行った場合において定量値が高かっ

た (1.3～7.3% 増)．SPECT/CT 装置の CT 画像を用い

て減弱補正を行うことにより，脳血流の過小評価が

より改善されると考えられた．

3.3.3.3.3. SPECT-CTSPECT-CTSPECT-CTSPECT-CTSPECT-CT 装置による全身骨，ガリウム SPECTSPECTSPECTSPECTSPECT

が臨床的に有用であった症例の検討

植田　高弘　　外山　　宏　　乾　　好貴

菊川　　薫　　太田誠一朗　　片田　和広

（藤田保衛大・放）

夏目　貴弘　　市原　　隆

（同・医療科学・放技）

宇野　正樹　　石黒　雅伸　　加藤　正基

（同病院・放部）

長田　芳幸 （南生協病院・内）

新規導入された SPECT-CT 装置による全身骨，ガ

リウム SPECT が有用であった 3 症例を供覧した．骨
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SPECT では CT による減弱補正で頸椎の限局性集積

の同定が可能であった．関節炎の診断のために施行

された骨 SPECT では，CT との融合画像により腎癌

の診断が可能であった．サルコイドーシスのガリウ

ム SPECT では検出器に近い部位 (皮膚表層，肩・手

関節，肝外側) が CT による減弱補正で相対的な集積

亢進が補正され，肺病変の検出に有用であった．CT

による全身 SPECT の 減弱補正，融合画像により骨，

ガリウム SPECT の診断能が向上すると考えられた．

4.4.4.4.4. たこつぼ型心筋症患者の核医学検査による評価

松尾　信郎1 中嶋　憲一1 奥田　光一1

山岸　正和2 絹谷　清剛1

（金沢大病院・1核診療，2循内）

たこつぼ型心筋症は，胸痛や心不全などの急性心

筋梗塞様の臨床所見が見られるが，心臓カテーテル

検査では冠動脈に狭窄や閉塞といった異常を認めな

い．核医学検査はたこつぼ型心筋症の診断に用いる

ことができるとされる．われわれは，たこつぼ型心

筋症患者に 123I-MIBG， 123I-BMIPP 心筋シンチグラ

フィ，心筋血流検査などの核医学検査を使用し，有

用性を検討した．症例は 74 歳女性．急性心筋梗塞疑

いにて救急搬送された．冠動脈造影では冠動脈に狭

窄を認めず，左室造影で心尖部の無収縮を認めた．

急性期の MIBG では心尖部領域に欠損を認めた．

BMIPP では心尖部の取り込み低下，99mTc-MIBI は心

尖部の血流低下所見を認めた．1 ヶ月後の MIBG では

心尖部の MIBG 高度取り込み低下を認めた．たこつ

ぼ型心筋症の心筋障害，治療効果の判定や経過観察

に核医学検査を使用することができる．

5.5.5.5.5. 心筋血流 SPECTSPECTSPECTSPECTSPECT における減弱，散乱，分解能補

正が組み込まれた OSEMOSEMOSEMOSEMOSEM 法の最適な画像再構成

パラメータ

奥田　光一　　中嶋　憲一　　若林　大志

松尾　信郎　　滝　　淳一　　絹谷　清剛

（金沢大・核）

山田　正人 （金沢先進医学セ）

市川　　肇 （金沢大・量子医療技術）

荒井　弘之 （シーメンスジャパン）

目的：減弱，散乱，分解能補正が組み込まれた

OSEM 法の最適パラメータを決定するため，ファント

ム実験にて基礎的な検討を行い，臨床応用を行った．

方法：ファントム実験では NMSE 法を用いて iter-

ation， subset， そして，ガウシアンフィルタの半値

幅を規定した．本パラメータを臨床症例に適応し，

コントラストおよびノイズ特性を検証した．

結果：最適な iteration と subset の積は 90， ガウシ

アンフィルタの半値幅は 13.2 mm となった．ノイズ

特性は OSEM 法と FBP 法で同等であったが，欠損像

のコントラストは OSEM 法で有意に上昇した．

結論：OSEM 法のパラメータを適切に設定するこ

とで，コントラストが良好な心筋 SPECT 画像を得る

ことができる．

6.6.6.6.6. アイソトープ治療におけるリンパ球の放射線組

織障害評価に関する検討 (((((第 22222 報)))))

道合万里子　　渡邉　直人　　高橋　知子

谷口　　充　　利波　久雄 （金沢医大・放）

岩淵　邦芳 （同・生化学 I）

萱野　大樹　　福岡　　誠　　絹谷　清剛

（金沢大・核）

前回われわれは γ-H2AX を用いたアイソトープ治療

後のリンパ球の放射性組織障害に関する検討を報告

した．今回症例検討を重ねたので追加報告する．

方法：甲状腺ヨード治療を行った 10 名に対し，抗

γ-H2AX で免疫染色し DNA 損傷個数を計測する．先

に正常者 7 名の採血を用い段階的に X 線照射を行い，

リンパ球を分離した後 DNA 損傷個数を計測した結果

得た標準線を用い放射線量を定量する．

結果：甲状腺ヨード治療前後で DNA 損傷個数は計
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測可能であり有意差をもち増加した．また標準線を

用い放射線量を定量できた．

結論：アイソトープ治療における放射線組織障害

は生物学的に定量可能である．

7.7.7.7.7. 多施設予後データベースに基づく心イベント予

測因子：糖尿病と慢性腎疾患の影響

中嶋　憲一　　松尾　信郎　　奥田　光一

絹谷　清剛 （金沢大・核）

西村　恒彦 （京府医大・放）

［目的］　心臓核医学検査により将来発生する心事

故が予測できるが，糖尿病と慢性腎疾患の因子を加

えることにより，より精度の高い予測式を作成する

ことを目的とした．

［方法］　心筋血流イメージングによる予後調査

データベース (J-ACCESS 研究) をもとに，心筋虚血

あるいは欠損の情報と心機能から予後を推定できる

方法を作成し，Heart  Risk Table として公開していた

が，新たに糖尿病と糸球体ろ過値 (eGFR) を加えて，

多変量解析を行った．

［結果］　多変量名義ロジスティック解析では，最

終的に年齢，駆出分画 (%)， SSS， 糖尿病，eGFR が

選択され，これらの因子をもとに重症心事故 (心死

亡，非致死的心筋梗塞，重症心不全) の予測式を作成

し，リスクチャートとして表示した．

［結論］　本法は新たな心事故予測法としての利用

が期待できる．

8.8.8.8.8. FDG PET/CTFDG PET/CTFDG PET/CTFDG PET/CTFDG PET/CT による一次癌および二次癌検出能

の検討

須澤　尚久　　山門亨一郎　　竹田　　寛

（三重大・放）

目的： 一次癌および二次癌 (new malignancy) の発

生率および FDG PET/CT による検出能の検討．

方法：FDG PET/CT を受けた癌患者 445 人 (男性 260

人，女性 185 人) (患者群)， その他 67 人 (男性 39 人，

女性 28 人) (対照群) を対象とし中央値 39 ヶ月の観察

期間で総合的にがんの確定をし，new malignancy の診

断契機を検討．

結果：患者群では 5.2% に二次癌，対照群では 4.5%

に一次癌が見られた (p＝1.00)．new malignancy は 26

例であり，検討した 23 例のうち PET/CT が診断契機

となっていたものは患者群で 33.3% (7/21)， 対照群で

100% (2/2) であった．

結論：二次癌は一次癌と同程度の頻度で見られ，

FDG PT/CT は両者ともに有用であった．

9.9.9.9.9. FDG-PET/CTFDG-PET/CTFDG-PET/CTFDG-PET/CTFDG-PET/CT で同定しえた，頭頸部悪性腫瘍の

神経周囲進展の 22222 例

浅野　隆彦　　加藤　博基　　兼松　雅之

（岐阜大・放）

星　　博昭 （同・放医）

症例 1 は 70 歳代男性，1 年前に原発不明癌＋頸部

リンパ節転移にて頸部リンパ節郭清術＋放射線治療

を施行した．3 ヶ月前に左顔面神経麻痺が出現し，

FDG-PET/CT にて，左顔面神経に沿って有意な FDG

集積 (SUVmax：10.6) を認めた．MRI にて神経周囲進

展と診断した．症例 2 は 80 歳代男性，2 年前に右耳

下腺癌 (唾液腺管癌) にて右耳下腺全摘＋顔面神経再

建術を施行した．腰痛が出現したため，FDG-PET/CT

での全身検索にて，右三叉神経第 3 枝に沿って有意な

FDG 集積 (SUVmax：6.17) を認めた．MRI にて神経

周囲進展と診断した．神経周囲進展に関する FDG-

PET/CT 検査の有用性は，症例報告が散見される程度

であり，今回われわれが経験した 2 症例について，画

像所見を中心に報告した．

10.10.10.10.10. 甲状腺乳頭癌の治療後経過観察中にろ胞性リン

パ腫を合併した 11111 症例の FDG-PET/CTFDG-PET/CTFDG-PET/CTFDG-PET/CTFDG-PET/CT 所見

谷口　　充　　道合万里子　　高橋　知子

渡邉　直人　　利波　久雄 （金沢医大・放）

絹谷　清剛 （金沢大・核）

甲状腺乳頭癌の術後経過観察中にろ胞性リンパ腫

を合併し，FDG PET/CT で診断に苦慮した例を経験し

た．80 代男性，2005 年，検診にて甲状腺腫瘍と右肺

野結節を指摘され，甲状腺乳頭癌および肺転移

(T4N1M1) と最終診断された．2008 年 5 月，経過観

察目的で施行された FDG PET で頸部，腋窩，縦隔の

リンパ節に FDG 集積の散在と脾臓の集積亢進を認め
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た．半年後の経過観察 FDG PET で上記所見の増悪を

認めたためリンパ節生検が施行され，ろ胞性リンパ

腫と診断された．初回 FDG PET の時点では，肺転移

があったことなどから広範リンパ節転移 (播種) を第

一に考え，リンパ腫を示唆しえなかった．しかし，(甲

状腺癌では 30% のリスク増加があると報告されてい

る) 重複癌を念頭におき，脾臓の所見を正確に解釈し

ていれば，リンパ腫の合併を示唆可能であったと思

われる．

11.11.11.11.11. 腎細胞癌の PETPETPETPETPET―1818181818F-FDGF-FDGF-FDGF-FDGF-FDG と 1111111111C -C-C-C-C-メチオニンの

比較

伊藤　信嗣　　岩野　信吾　　長縄　慎二

（名大・放）

加藤　克彦 （同・保健）

松尾　啓司 （トヨタ記念病院・放）

腎細胞癌の PET において，18F-FDG と 11C-メチオ

ニン (Met) を比較，評価した．対象は CT， US 等に

より腎細胞癌が疑われ，FDG-PET， Met-PET の両検

査を施行した 12 例．年齢は 44～76 歳．男性 9 名，

女性 3 名．全症例に対し，全身 FDG および Met PET/

CT を施行．病変の SUV の最大値 (SUVmax) と平均

値 (SUVmean) を測定した．PET 後 1 ヵ月以内に手術

が施行され腎細胞癌と診断されている．SUVmax は

FDG， Met それぞれ，3.8±2.0， 3.8±1.0， SUVmean

は，それぞれ，2.3±1.1， 2.3±0.7 を示した．FDG と

Met の SUV に有意差はみられず，腎細胞癌におい

て，FDG と Met は同等の診断能であると考えられた．

12.12.12.12.12. 99m99m99m99m99mTc-MIBITc-MIBITc-MIBITc-MIBITc-MIBI が集積した brown tumorbrown tumorbrown tumorbrown tumorbrown tumor と考えら

れる 11111 例

伊東　洋平　　山下　修平　　鹿子　裕介

兵頭　直子　　神谷　実佳　　牛尾　貴輔

那須　初子　　平井　　雪　　芳澤　暢子

竹原　康雄　　阪原　晴海 （浜松医大・放）

池田　暁子　　五十嵐達也

（藤枝市立総合病院・放診断治療）

症例は透析中の 60 歳代男性．右第 3 肋骨の溶骨性

病変の精査目的で紹介受診．Ca 10.7 mg/dl,  P 5.3 mg/

dl,  intact-PTH 932 pg/dl と上昇．頸部エコーでは副甲

状腺は 4 腺とも腫大．99mTc-MIBI シンチグラフィで

は副甲状腺に一致した集積上昇を認める以外に，右

第 3 肋骨病変にも集積を認めた．二次性副甲状腺機能

亢進症の診断で副甲状腺全摘術＋自家移植術が施行

された．約 1 ヶ月後の 99mTc-MIBI シンチグラフィで

は，右第 3 肋骨病変への集積は術前より低下してい

た．約 3 年後の CT では右第 3 肋骨病変は縮小・硬

化しており brown tumor の経過に一致すると考えられ

た．brown tumor は血流豊富で代謝が高いため 99mTc-

MIBI が集積しやすい．病理診断がついていない骨病

変も，副甲状腺機能亢進症治療の前後で 99mTc-MIBI 集

積が低下していれば brown tumor を疑うことができる．

13.13.13.13.13. 骨肉腫における 99m99m99m99m99mTc-MIBITc-MIBITc-MIBITc-MIBITc-MIBI とダイナミック MRIMRIMRIMRIMRI

を用いた術前化学療法治療効果判定

若林　大志1 斉藤　順子2 滝　　淳一1

稲木　杏吏1 隅屋　　寿1 橋本奈々子2

松井　　修2 絹谷　清剛1

（金沢大病院・1核診療，2放）

［目的］ 99mTc-MIBI シンチグラフィとダイナミック

MRI を用いて骨肉腫の術前化学療法治療効果が予測

可能であるか後ろ向きに比較検討した．［方法］ 術前

化学療法開始前，3 コース後，終了後にダイナミック

MRI と 99mTc-MIBI シンチを施行した骨肉腫患者 17 例

(男性 10 例，年齢 8–57 歳) を対象とした．治療効果

判定の指標として MRI では造影ダイナミック T1 強

調像早期相における腫瘍内の最大信号値と骨髄平均

信号値の比を用い，治療前後の信号比減少率と治療

終了後の信号比で検討した．99mTc-MIBI では腫瘍全

体に関心領域を設定し，対側健常部との比をとり，

治療前と 3 コース後の減少率を効果判定因子として検

討した．病理学的治療効果判定として，切除標本の

90% 以上壊死を治療効果あり，90% 未満を治療効果

なしとした．［結果］ ダイナミック MRI の治療前後信

号減少率と治療後最大信号比のカットオフ値は ROC

解析で 1.44 と 0.46 であった．病理判定に対する感

度，特異度は各々 89%， 86% と 100%， 86% であっ

た．99mTc-MIBI の減少率ではカットオフ値 30% とし

て 90%， 78% であった．［結論］ ダイナミック MRI

と 99mTc-MIBI を用い，骨肉腫の術前化学療法治療効

果を予測することが可能と考えられる．


